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モルガン・スタンレー 世界高金利通貨投信（毎月分配型） 

2019 年 6 月（第 129 期）決算の分配金の変更について 

2019 年 6 月 

 

平素は「モルガン・スタンレー 世界高金利通貨投信（毎月分配型）」をご愛顧いただき、厚く御礼を申し上げます。 

 

さて、「モルガン・スタンレー 世界高金利通貨投信（毎月分配型）」は、第 129 期決算の分配金を 30 円から 10 円に変更いたし

ました。今回の分配金水準の変更については、昨今の投資環境や当ファンドの基準価額の水準、および今後お支払いする分配金の

継続性等を総合的に判断して決定いたしました。何卒ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

■分配金（1万口当たり、課税前） 

 

ファンド 
モルガン・スタンレー 世界高金利通貨投信 

（毎月分配型） 

第 129期決算 分配金額 10円 

（上記前回決算） （30円） 

決算日の基準価額 4,713円 

決算日の基準価額（税引前分配金再投資） 9,369円 

（上記前回決算） 9,361円 

分配金額設定来累計 4,510円 

 
• 前回決算：2019年 5月 15日、設定日：2008年 8月 28日 

• 基準価額は信託報酬（年率 1.026％（税抜 0.95％））控除後の 1万口あたりの値です。 
• 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配金を非課税で再投資したと仮定して計算した基準価額です。従って、実際のファ

ンドにおいては、課税条件によって受益者ごとに収益率は異なります。 

• 上記の分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。 

 

■分配金額変更の背景 

世界的にインフレが加速する兆しは見られず、特に足元では米国での利上げ休止など先進国の主要中央銀行が再び金融緩和姿勢を

強化し、グローバルに金利の上昇が抑制される中、クーポン等収入の水準が減少している状況となっています。また、為替市場に

おいては、2019 年に入り安定化の兆しが見られつつあるものの、2018 年には米国の金利上昇に伴う新興国からの資金流出等の影

響を受け、当ファンドの投資対象である高金利通貨が下落する局面がありました。 

 

加えて、基準価額に対して払い出した分配金の比率が高いことが基準価額の回復が鈍い要因となりました。ファンドの当期および

設定来の騰落率（税引前分配金再投資）は、それぞれ+0.08％、▲6.31％となった一方で、当期末（6 月 17 日）のファンドの基

準価額は 4,713円（分配金控除後）となっています。 
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以上のような市場環境および、基準価額の水準、基準価額に対する分配金水準などを勘案し、第 129 期の分配金額を 10 円（1 万

口当たり、課税前）とさせていただきました。 

 

 

設定来の基準価額と分配金額の推移 
（2008 年 8 月 28 日～2019 年 6 月 17 日） 

 

 
• 基準価額は信託報酬（年率 1.026％（税抜 0.95％））控除後の 1万口あたりの値です。 

• 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配金を非課税で再投資したと仮定して計算した基準価額です。従って、実際のファ
ンドにおいては、課税条件によって受益者ごとに収益率は異なります。 

• 分配金額は 1万口当たり、課税前の値です。なお、2008年 9月の決算は無分配となります。 
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■今後の市場環境について 

2019年の世界的な景気動向に関しては、2018年に比べると減速する方向にあると考えるものの、深刻な景気後退は避けられ、緩

やかに景気が安定化することが想定されます。金融政策に関しては、景気やインフレが加速する兆候が見られない中、米国での利

上げ休止など、主要中央銀行が金融緩和姿勢を強化していることを背景に、金利はこれまで以上に上昇しづらく、安定的に推移す

ることが想定されます。特に、日本や欧州を中心に債券市場の金利水準が過去と比較して非常に低いことから、高金利通貨に対し

ては相対的に高い利回りを求めるような投資家からの資金フローが期待されます。 

 

新興国に関しては、全般的に経済が回復局面にあり、一部の国においては構造改革の進展や、経済ファンダメンタルズのさらなる

改善が期待されます。また、中長期的には、中間層、富裕層の拡大を通じた消費市場の成長が見込めることから、今後も相対的に

高い経済成長が期待されます。新興国通貨のバリュエーションに関しては、概ね割安な水準であると考えています。加えて、米国

での利上げ休止は、2018年の新興国金融市場の懸念要因であった米ドルの上昇を抑制することを通じて、新興国通貨のサポート

要因になると考えられます。 

 

当ファンドでは引き続き、中長期的な観点から経済ファンダメンタルズの見通しの良好な国・通貨へ投資すべく、市場動向に注視

しながら運用を行ってまいります。 

 

今後とも、「モルガン・スタンレー 世界高金利通貨投信（毎月分配型）」をご愛顧の程よろしくお願い申し上げます。 
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モルガン・スタンレー 世界高金利通貨投信（毎月分配型）／（年 2 回決算型） 
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（注）普通分配金に対する課税については、投資信託説明書（交付目論見書）の「税金」をご参照ください。 
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重要事項 
 
 当資料はモルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントが作成した情報提供資料であり、法令に基づく開示書

類ではありません。 

 当資料は、特定銘柄および債券市場等全般の推奨や、債券等の上昇または下落を示唆するものではありません。 

 当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありま

せん。 

 当資料に示された記述内容、数値、図表等は、当資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更されることがありま

す。なお、当資料中のいかなる内容も、将来の投資収益を示唆ないし保証するものではありません。 

 ファンドは、元本が保証されているものではありません。ファンドの運用による損益はすべて投資家の皆様に帰属します。 

 ご購入のお申込にあたっては、販売会社よりお渡しします投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認の上、ご

自身でご判断ください。 
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